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論文の内容の要旨
本論文は、 1880年代から 1900年代にかけてフランスの作家ピエール・ロティ (PiereLoti， 1850-1923)が
著した日本関連の作品を中心にとりあげて、ロティ特有の複雑な日本認識とその変容のありさまを、明治日
本の近代化の過程と照合しながら明らかにするものである。
構成は以下の通り。
序章
第 1章 『お菊さんjにみる〈寝ぼけた女性〉としての日本
第2章 服装とアイデンテイティー一「江戸の舞踏会J、f観菊御宴J、「皇后の装束jが語るもの一一
第 3章 「日本の婦人たちjにおける眼差しのアンピバレンス
第 4章 fロティの結婚Jにみるロテイのハイブリデイティーー〈自己透明化〉と〈民族学者的な限
差し〉一一
第5章 ロティがみた中国人と日本人一一日中の「魂の親近性j一一
第 6章 『お梅さん三度目の春Jにおける満州を目指す帝国百本
結章
序章では、まずロティが19世紀後半にフランス軍人として世界各地を訪れた人物であることを注視して、
世界情勢の中での日本の位置づけを敏感にテクストに反映した作家として彼をみる本論文の立場を明示す
る。また先行研究を概観して、日本におけるこれまでのロティ研究の不備や偏りを指摘し、本論文の目的と
研究手続きを明らかにする。とりわけ、西洋先進国の人間として東洋など非西洋世界の人々や社会を蔑視し
た「オリエンタリストjとしてロティを断罪する近年の罰定した評価を相対化することの必要性を訴える。
第 1章では、ロティの「日本ものjの代表作『お菊さんj(1888年)を分析し、これまで指摘されてこなかっ
たこのテクストの特質やロティの特殊な日本観および彼独特の美学を析出する口特に、このテクストでは日
本が奇妙なまでに「笑いjに満ちた「喜劇的jな場と捉えられていること、通常の理解とは反対にこの作品
には主人公の「恋愛物語jが欠如していて、お菊さんは、日本というロティにとって「人工的Jだからこそ
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価値がある f演劇的j空間の中の装飾的なオブジェないしは民族学的観察のための媒介項として価値づけら
れていることを指摘する。総じて「楽園(エデン)Jのイメージで彩られるこの時期のロテイの日本観が、
彼のフランス軍人としての日本における特権的な立場と、彼の日本滞在待 (1885年)においていまだ日本
が国際的軍事衝突の外部に置かれていたという歴史的背景と密接に関連していることを指摘する。同時に、
個人的屈折を抱えていたロティにとって、日本が奇跡的な「蘇生Jを可能にしてくれる場とみなされていた
ことを指摘する。
第 2 章では、問じく 1885 年の日本滞在を素材として書かれた紀行論集 f秋の日本~ (1889年)の中から、
ロテイが日本の伝統的な装束に対して奇妙なまでの執着と称賛を表明している三編をとりあげて、彼にとっ
ての服装の意義と彼特有の自己認識のありょうを明らかにする。まずロテイが故国においても変装を好み、
みずからを古代に属する人間とみなしながら遠く隅たった古い時代への強い好みを披渡していたことを指摘
し、その上で、東京を中心に日本の貴族的文化伝統に触れる機会をもったロティが、彼の呂には身体に「超
自然的なJI人工性jを付加するものと映る日本の宮廷装束をその背景となる舞台的空間(デコール)とと
もに賛美し、そこに「聖性jと呼びうるような価値を見出していたと論じる。
第3章では、雑誌論文として発表された「日本の婦人たちJ(1891年)を、ロティによる総合的な日本文
化論として位置づける。日本の現実を報告する詳細多岐にわたる記述の中でも、この時期の特徴として、日
本人の生活空間の「無装飾性jへの称賛を込めた驚きと、それまで「無害なj子どもないしは人形としてみ
ていた日本人を「謎Jを含んだ不穏な存在と捉える見方が現れ始めることを指摘し、賛美や憧僚と嫌悪や蔑
視がさまざまなレベルで交錯していることを強調する。
第4章では、こうした複雑なロティの異文化への眼差しと特異な自己認識を、タヒチを題材にした fロテイ
の結婚j(1880年)に遡って検討する。現地女性との恋物語と一般に解釈されているこの作品でも主人公の
恋愛は欠如しており、代わって多様な形式での民族学者的な記述に重点が置かれていること、また、現代の
西洋社会に違和を感じるロティがみずからのアイデンティテイの暖味さの中で葛藤し続けているさまが窺え
ることに着目する。作家の分身である主人公がイギリス軍人とされている設定の意味を読み込み、ロテイの
自己欺備や屈折を捉える一方で、タヒチをめぐる英仏の植民地争いがテクストの背景をなしていることを指
摘する。
第5章ではまず前章に続けて『ロテイの結婚Jを扱いながら、このテクストにおいて嫌悪と軽蔑の対象と
して記されるタヒチの中国人をめぐる叙述に、「黄色人種Jに対してロテイが抱き始める現実的な脅威と激
しい敵対心が鮮明に映し出されていることを、太平洋地域における中国人移民をめぐる歴史的資料を参照し
つつ論じる。その上で、清仏戦争(1884司1885年)後の日本滞在をもとに書かれた紀行文「江戸の舞踏会J(1887 
年)が、緊張した東アジアの政治的・軍事的構図の中に日本を霞いた、フランス軍人作家ならではの危機意
識を反映したテクストであることを検証する。
第6章では 1901年の二度目の来日をもとに書かれた日本をめぐるロティの最後のテクストである fお梅
さん三度自の春~ (1905年)をとりあげ、ここでは日本が象徴的・文学的に「寒さJと「死jの空関とされ
る一方、見過ごされがちな叙述の裏に、極東でめざましい軍事的拡張をし始めた新参の「帝国J日本に対す
るロティのきわめて現実的な観察眼が働いていることを分析する。このテクストでもロティ特有の批判と賛
美を交えた多額的な日本認識が継続される一方で、 1902年に日英同盟が成立し執筆時点でフランスと軍事
的な敵対関係に立つことになった日本に対する明確な「恐怖」が書き込まれていることを指摘する。
結章においては、肯定か否定かに二分することができないロテイの日本に対する多様な見方を総括し、 19
世紀末から 20世紀初頭の20年間におけるロテイの日本観の変遷を振り返りながら、理解と誤解を交えた異
文化交流の軌跡を記すロテイのテクストが変動する時代の証言としてもつ価値を再確認する。
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審査の結果の要旨
本論文は、日本人に広く知られながらも、これまで学術的な研究対象として綿密に論じられることが意外
にも少なかったピエール・ロテイの日本をめぐる諸作品を総合的に論じた研究である。
ポストコロニアル研究にとって必須の参照文献である{オリエンタリズムj(1978年)において著者エド
ワード・サイードによって典型的な「オリエンタリストjの一人として挙げられたロテイの著作は、近年、
この方向でのみ読まれてしまう傾向が世界的に強いが、とりわけ日本では、彼の日本関連の著作が日本への
好悪のどちらを示しているかという基準を離れて研究されることは難しかった。本論文はこの限界を脱して、
いわば初めて冷静に彼の日本関連著作がもっ特性を検証し、日本を対象とするロティの異文化交流のありょ
うを注視したものであり、そこから重要な学術的成果として数々の新たな発見を行っている。
まず、ロティを耽美的・夢想的な作家としてみるのではなく、現実の世界情勢をもっとも敏感に背負う現
役軍人の側面を持つ書き手として見据えることで、ロティのテクストが同時代の現実世界と切り結んでいた
関係を明らかにしていることが本論文の功績として挙げられる。ロテイのテクストにはアジアをめぐる緊迫
した軍事対立や国際的な覇権争いの構図が反映され、またたえず変動するフランスと日本との国家間の関係
が刻み込まれていることを、本論文は説得力をもって論証している。これはロティ像を一変する重大な発見
である。
この視点に立つことによって本論文はロティのテクストから次々と新たな要素を探り出し、めざましい読
み直しを行っている。『お菊さんjがすでに確立された文化史的な影響や通常の理解とは異なって、ロマン
ティックな異国恋愛物の小説ではなく、むしろ恋愛とは対極的な冷ややかな距離によって成立する異文化観
察と違和感(1人工性J1超自然性J)の嘆賞を行う作品であることを検証するなど、数多くの貴重な発見に至っ
ている。テクストからロティ特有の奇妙な言葉遣いの数々を洗い出し、通常の価値観とは異なるロティの逆
説的な美学を照らし出すことにも成功している。ロティ独特の意味を付与された肯定的な審美的要素として
「人工性J1演技性J1舞台性J1変装J1古さJ1原始性Jなどを抽出した意義も大きい。
また作品と向時代との関係性に着目することによって、本論文が、これまで指摘されたことのない、ロテイ
の日本観の漸進的な変化を素描することに成功している点も重要である。従来の解釈では、ロティの日本理
解はどの作品でもほぼ同一であるとされてきたが、著者は、同様のエピソードが用いられ繰り返しにみえる
場合でも微妙に表現や意味づけが変化していくことや、新たな観点からの記述が現れることを見事に跡づけ、
その意味を明らかにしている。ロテイのテクスト群が総体として、日本の内的な変化と国際的な勢力地図に
おける日本の位置づけの変化を反映する、優れて時事的な日本研究の素材であることを示したのは大きな成
果である。
ロテイの複雑な多面性を捉えることに成功したからこそ、この新たな全体像の中で彼の植民地主義的な側
面をどう位置づけ直すかというさらに高次の課題が生じることも否めないが、これは本論文の成果に基づい
て今後取り組むべき問題と考えるべきであろう。本論文が綴密な読解と丹念な背景分析によって提示し得た
斬新で独創的な多数の見解は、優れた学問的功績として高く評価することができる。
平成 23年8丹29日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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